
 [ げんけんマンスリーレポートNo.2014-1_20140110配信R01.txt ]

 ○●○●○●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
 ●○●○　　　げんけん　マンスリーレポート　No.2014-1（第８号）　　 ●
 ○●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
 ●　　　　　　発信元：東京都市大学　原子力研究所　　　　　　　　　○●
 ○　　　　 　　　　　　http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/　　　　●○●○
 ●　　　　　　発信日：2014/1/10 　　　　　　　　　　　　　○●○●○●

 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

 　　こんにちは。原子力研究所です。
 　　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

 　　今回は、2013/12/2-25の間で実施したマレーシア・マラ公団職員原子力
 　研修についてご紹介します。
 　　本事業は、公益財団法人オイスカと契約を結び、マレーシア・マラ公団が
 　今後、原子力・放射線分野の人材育成を進めるにあたり、その教育を担う
 　職員に放射線管理等の基礎的な技術を習得していただくこと目的として実施
 　しました。全て英語による講義および実験実習は、初めての経験であり、
 　困難な面もありましたが、無事に終了し、研修生からは有意義であったとの
 　感想を得ることができました。報告書は後日取りまとめる予定ですが、以下
 　に、速報版の実施報告とスケジュールを示します。
 　《実施報告[速報版]》http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/box/2013kensyu2.pdf
 　《スケジュール》http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/box/2013kensyu1.pdf
 　【Blog東京都市大グループでの紹介記事】
 　　　　　　　　　　　http://www.goto-ikuei.ac.jp/blog/log/eid830.html
 　【公益財団法人オイスカ】http://www.oisca.org/
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 ★トピックス
 　・2013/12/25(水)マレーシアからの研修生による報告会を実施しました。
 　・2014/1/22(水)に福島関連特別講演会を開催します。
 　　http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/box/symp20140122.pdf

 ★利用実績(12月)
 　・放射線業務従事者登録数：38名
 　・一時立入者数(のべ人数)：65名

 ★主なスケジュール
 　12月(実績)
 　　　※12/2(月)～12/25(水)マレーシアからの研修生４名受け入れ
 　　　 2日(月)　研修生(※)受け入れ
 　　　 4日(水)　柏木孝夫先生の講演会にて、
 　　　　　　　　　若手として羽倉助手が柏木先生と対談
 　　　 9日(月)　所内会議
 　　　11日(水)　研修生(※)とともに立教大炉を訪問
 　　　18日(水)　原子力規制庁　巡視
 　　　　　　　　世田谷キャンパスにて研修生(※)と学生との交流会等を実施
 　　　23日(月)　管理室会議
 　　　25日(水)　研修生(※)による成果報告会
 　　　26日(木)～1月4日(土)　冬期一斉休暇
 　　　27日(金)～30日(月)　福島支援活動(楢葉町)

 　1月(予定)
 　　　 7日(火)　所内会議
 　　　22日(水)　福島関連特別講演会＠世田谷キャンパス
 　　　27日(月)　所内会議

 - 1 -



 [ げんけんマンスリーレポートNo.2014-1_20140110配信R01.txt ]

 　　　28日(火)　管理室会議
 　　　30日(木)　原子力規制庁　巡視
 　　　31日(金)　第47回原子炉安全委員会・第30回放射線安全委員会
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 ◆主な研究活動
 　◇外部との共同研究/委託研究
 　　・原子力研究開発機構
 　　・中部電力
 　　・武蔵大学(日本分析化学会)
 　　・上智大学
 　　　ほか
 　　※個別の研究内容等については、今後マンスリーレポートにて紹介予定。
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 【げんけんのひとびと】

 　　放射線についての基礎知識を小中高生に伝える活動として「出前授業」と
 　いうものがあります。学校へ出かけていき、教壇に立ち、放射線の話を
 　1コマないし2コマ行います。相手にするのは小学1年生から高校3年生までと
 　いうことで話し方や説明の仕方に工夫が必要です。難しい面もありますが、
 　こうした授業に参加した児童や生徒が少しでも放射線に興味を持ち、自ら
 　知ろうとするきっかけになればと日々努力しています。
 　【原子力文化振興財団】http://www.jaero.or.jp/index.html
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 問合せ先
 　本配信内容についてのお問合せは、以下にお願いいたします。
 　原子力研究所　羽倉　nhagura@tcu.ac.jp

 　～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆

 　　東京都市大学　原子力研究所　　http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/

 　　〒215-0013　神奈川県川崎市麻生区王禅寺971番地
 　　TEL　044-966-6131
 　　FAX　044-955-6071

 　★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～☆～★～
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